
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年度 １学期最終号 

平成２５年 ７月２４日発行 

妙高市立妙高高原南小学校 
南小だより 

明日から夏休み！！ 

新学期がスタートしてから，４か月があっという間に過ぎました。１学期は、昨年のようなイン

フルエンザの大流行はなかったものの、感染性胃腸炎が長引き、多くの子どもたちが欠席をしまし

た。そのために集団活動を制限するなど、学校の教育活動に少なからぬ影響がありました。しかし、

それ以外は、概ね順調に予定していた教育活動を行うことができました。これまで，保護者の皆様，

地域の皆様には，絶大なるご支援とご協力をいただき，心より感謝申し上げます。 

さて、いよいよ明日から３２日間の夏休みに入ります。夏休みは、豊かな自然の中で体験活

動を通して親子のきずなを深め、普段とは違う生活体験を味わったり、図書館や博物館などに

出掛けてじっくりと調べ物をしたりするなど、さまざまな学習活動ができる、またとない機会

です。いろいろなことに挑戦し、充実した夏休みにしてほしいと思っています。 

終業式で、夏休みを上手に過ごすための３つのことについて話しました。 

1. 自分のめあてをもって頑張ること 

2. いろいろな活動に参加すること 

3. 人に迷惑をかけない生活をすること 

 規則正しく、健康で安全な夏休みが過ごせるように、ご家庭でも子どもたちの毎日の生活の

様子を十分に見ていただきますよう、ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎朝、頑張った「チャレンジマラソン」 
 今年度から、子どもたちの体力づくりの一環として、「チャレンジマラソン（朝マラソン）」を始

めました。これは、３年生以上の子どもたちが登校した後にグラウンドをランニングし、周回数を

「チャレンジマラソンカード」に記入するというものです。最初は参加者が少なかったのですが、

だんだん参加者が増え、今では「登校したらマラソン」が習慣になりつつあります。 

 体育館渡り廊下に、一人一人の子どもたちの周回数をグラフで表したり、月間チャンピオンを発

表したりするなど、子どもたちの頑張りを紹介するコーナーを設けてきましたが、終業式の日に「チ

ャレンジマラソン記録証」を配布しました。これからも目標をもって走り続け、主体的に体を鍛え

る子どもたちが増えるよう、支援していきます。 

＜学年１位の子どもたち＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏休み・２学期始めの行事予定 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

７ 月 

２５日(木) プール開放、課外陸上9:00～11:00 

      特設水泳11:30～12:00 

２６日(金) プール開放、課外陸上9:00～11:00 

特設水泳11:30～12:00 

２９日(月) プール開放、課外陸上9:00～11:00 

特設水泳11:30～12:00 

３０日(火) プール開放、課外陸上9:00～11:00 

特設水泳11:30～12:00 

３１日(水) プール開放、課外陸上9:00～11:00 

特設水泳11:30～12:00 

 

８ 月 

１日(木)  プール開放 

２日(金)  プール開放 

５日(月)  プール開放、特設水泳9:00～11:00 

６日(火)  プール開放、上越地区水泳選手権大 

会 

７日(水)  プール開放 

８日(木)  プール開放 

９日(金)  プール開放 

１９日(月)  課外陸上9:00～11:00 

２０日(火)  課外陸上9:00～11:00 

２６日(月)  ２学期始業式、給食開始 

２７日(火)  発育測定 

 

 

 

６年宿泊体験学習～東北 往復１０００㎞の旅～ 

 ７月１０日（水）～１２日（金）、６年生は会津若松市・仙台市・南三陸町へ２泊３日の宿泊体

験学習に行ってきました。１日目は、会津若松市内で班別にハンサムウーマンにインタビューをし

たり、日新館で座禅体験・弓道体験をしたりしました。２日目は、被災した仙台市でのボランティ

ア活動（ひまわり畑の雑草取り）や南三陸町での震災学習（語り部とともに震災現場を巡る）をし

ました。３日目は、瑞巌寺や笹かまぼこ工場の見学、松島遊覧をしました。 

 どの活動も初めて体験するものばかりですが、とりわけ震災の爪痕が色濃く残る街並みや作物が

植えられていない農地を見たり、大学生を中心としたボランティアグループのお手伝いしたり、語

り部の方から襲ってきた津波の恐ろしさや悲惨な状況をお聞きしたりしたことが、子どもたちの心

に深く刻まれました。それぞれが「生きる」ということを真剣に考える貴重な学習となりました。 


